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 褥瘡は，早期発見ではなく，早期リスク発見が必須である

 褥瘡予防対策には，日本人のエビデンスに基づいた OH スケールによるマットレ
ス選択が有効である

 OH スケールなら地域の褥瘡予防対策に最適で効果的である
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Ⅱ 2

❷臨床実践
Ⅱ.日本人の褥瘡危険要因とOHスケール

　一般的に要介護 3，障害老人の日常生活自立度
で B1 以上からを，褥瘡リスクが発生する危険性
があるとしており，この段階から褥瘡発生リスク
アセスメントを活用し，早期褥瘡リスク発見に努
めることが重要です。褥瘡発生リスクアセスメン
トには，ブレーデンスケール，OH スケール，在
宅版 K 式スケール，厚労省の褥瘡対策に関する診
療計画書，ノートンスケールなどがありますが，
そのなかで日本人のエビデンスに基づき，簡単に
判定できるのが OH スケールです。OH スケール
は，1998 ～ 2000 年の日本人の高齢者 660 名を対
象に褥瘡発生に関連していると疑われた危険関連 
81 項目（ブレーデンスケール 6 項目も含む）に対

して調査統計解析を行い導き出された，世界で初
めて褥瘡発生確率が予測できる非常に優れたアセ
スメントツールです。しかも，わずか 1 分程度で
誰でも簡単に判定でき，的確なベッドマットレス
を選択できます。臨床現場では褥瘡発生リスクア
セスメントとして第 1 選択にすべきです。病院や
施設，一部の在宅でも，厚労省の褥瘡対策に関す
る診療計画書を作成する段階で，OH スケールに
よる褥瘡リスクの重みづけは今後の課題とされま
した。しかし，すでに 15 年が経過しており，患者
にさらに適切な褥瘡対策を提供するために，ぜひ
とも OH スケールを臨床現場で活用して成果を出
していただければ幸いです。

はじめに

　OH スケールの元になった研究は，
1998 ～ 2000 年の日本人高齢者の褥瘡危
険要因を検出する目的で，身体状況，診
断名，栄養状態，ブレーデンスケールの
6 項目も含めた 81 項目のなかで，項目
ごとに褥瘡発生との関係性を比較したも
のです。解析の過程で体圧分散寝具の使
用の有無が，とびぬけて高く褥瘡の原因
と関連しており，患者の褥瘡リスクに対
応するベッドマットレスを選択するため
に，どの身体項目が褥瘡発生に関連する
かを解析して OH スケールが導き出され
ました。

簡便で日本人のエビデンスに基づいた
OHスケール判定法（ 表1 ）

　OH スケールは， 1自立体位変換能力， 2病的
骨突出， 3浮腫は 3 点満点の 3 段階で， 4関節拘
縮は 1 点満点で，あるかないかの 2 段階で判定し
ます（ 表2 ）。この 4 つの危険要因の合計が高い
ほど，褥瘡発生リスクも高いと証明されています。
後は，合計点数を 3 つのランクに分けます。つま
り，0 点ならリスクなし，1 ～ 3 点は軽度リスク，
4 ～ 6 点なら中等度リスク，7 ～ 10 点は高度リス
クになるわけです（ 表3 ）。このランクに介護度を
勘案してベッドマットレスを選択します（ 表4 ）。

1自力体位変換能力

　患者（利用者）は自身の力で，意識的あるいは無
意識的かを問わずに，体に加わった圧力とずれ力
に対して有効に体位を変えて軟部組織の血流を改

OHスケールの採点方法

表1  OHスケール
患者氏名： 点数

①自力体位変換 できる
0点

どちらでもない
1.5点

できない
3点 点

②病的骨突出
（判定器のOKメ
ジャー使用時）

なし
（凹み）
0点

どちらでもない
軽度・中等度
（ベンチ）
1.5点

高度
（シーソー）

3点
点

③浮腫（むくみ） なし
0点

薬剤により
浮腫がない
1.5点

あり
3点 点

④関節拘縮 なし
0点

あり
1点 点

①＋②＋③＋④の合計でリスクランクを判定する
0点：リスクなし，1～3点：軽度，4～6点：中等度，
7～10点：高度
このランクに介護度を勘案してマット選択を行う（表4）

合計　
　　

点

自立体位変換能力 点／3点

点／3点

点／3点

点／1点

点／10点

病的骨突出

浮腫

関節拘縮

合計

1

2

3

4

表2  OHスケール採点方法

表3  OHスケールリスクランク
OH合計点数 危険度ランク

0点 なし

1～3点 軽度

4～6点 中等度

7～10点 高度


